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How “Religion” Came to Be Translated as Shūkyō: Shimaji Mokurai and the Appropriation of Religion 























Japanese Philosophers Go West: The Effect of Maritime Trips on Philosophy in Japan with Special 
























































この書評論文は、主に G.L. バーンズの 2003年と 2008年の Japan Review掲載論文と、2009
年と 2010年に『地学雑誌』に掲載された日本のプレートテクトニクスの「新しいパラダイ
ム」についての一連の論文を比較したものである。目的は、Japan Reviewの論文以降明らか
になった知見を加えて最新のものにすること、次に衝突テクトニクスと付加テクトニクスに
ついて、異なる学問領域（アルプス地質学と沈み込み帯地質学）の研究者たちの解釈に対し
問題点を指摘することである。本論は先行論文を敷延したもので、地質学のかなり専門的な
議論となっており、前二論文の理解が前提となっている。 
日本の地質学者たちは、沈み込み帯で生じている地質学的変動を測定し解釈する新しい方法
の発見に向けて進みつつある。日本列島は 27の地質帯からなり、４つの異なるプレートの
動きに影響される。２つの海洋プレートが陸地の下に沈み込み、陸地自体も２つの大陸プレ
ートの動きに応じて按配される。５億年前からの日本列島形成の歴史は、一般的にも学術理
論的にもきわめて興味深いものだが、公式の教科書では十分な説明がなされていない。日本
語で書かれた『地学雑誌』のような科学雑誌の論文と、英語で書かれた著名な地質学研究誌
の論文の両者の知見を統合した、行き届いた解説が求められている。今の日本の火山活動や
地震の原因が、プレートの沈み込みにある以上、それを理解することは災害対策上非常に重
要な背景知識となる。 
新しい研究としては、付加複合体の堆積物に対するジルコン年代測定、マントル内の「第二
大陸」形成、構造侵食／付加の交代を紹介した。 
 
 
